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道路整備計画は

　

国
道
４
１
７
号
線
は
、
信
号
の

多
さ
や
、
交
通
量
、
片
側
１
車
線
、

曲
が
り
の
多
い
こ
と
な
ど
か
ら
、

国
道
の
機
能
に
欠
け
て
い
る
。
今

便
利
な
こ
と
か
ら
、
西
幹
線
道
路

の
利
用
が
急
速
に
増
え
て
い
る
。

し
か
し
片
山
北
の
集
落
内
道
路
は
、

見
通
し
が
悪
く
、
狭
く
て
危
険
だ
。

「
道
の
駅
池
田
温
泉
」
付
近
か
、
ふ

れ
あ
い
街
道
か
ら
の
道
路
計
画
は

出
来
な
い
か
。

 
町　

長 

　

都
市
計
画
の
街
路
事
業
と
し
て

指
定
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
。
政

権
交
代
や
、
県
の
財
政
も
厳
し
い

中
、
道
路
関
係
の
予
算
が
非
常
に

少
な
く
な
っ
て
い
る
。
時
間
の
か

か
る
問
題
だ
が
、
県
と
調
整
し
て

進
め
て
い
く
。

　

ふ
れ
あ
い
街
道
に
大
型
観
光
バ

ス
を
通
し
て
、
観
光
に
力
を
入
れ

る
考
え
で
す
が
、
サ
イ
ク
リ
ン

グ
・
ハ
イ
キ
ン
グ
で
利
用
す
る
人

も
あ
る
。
歩
道
や
展
望
台
、
駐
車

場
を
設
け
る
考
え
は
あ
る
か
。

 
町　

長 

　

昭
和　

年
農
林
省
予
算
を
も
ら

４３

い
、
農
道
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
全

長
で　

㎞
あ
っ
て
観
光
道
路
と
し

６.３

て
県
に
調
査
し
て
も
ら
い
た
い
と

働
き
か
け
て
い
る
。
部
分
的
に
側

道
を
つ
く
っ
た
り
、
整
備
し
て
い

き
た
い
。
又
展
望
場
所
も
考
え
て

い
る
。

　

東
幹
線
道
が
次
第
に
出
来
て
き

た
。
町
長
は
、
東
地
区
で
の
企
業

誘
致
に
積
極
的
な
考
え
で
す
が
、

連
絡
道
路
は
十
分
な
巾
が
必
要
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

町　

長 

　

都
市
計
画
の
街
路
事
業
計
画
に

入
っ
て
い
る
。
ゲ
ン
キ
ー
の
所
か

ら
東
へ
幹
線
部
分
に
歩
道
を
考
え

た
い
。
短
時
間
で
東
海
環
状
に
入

れ
る
道
路
計
画
が
必
要
だ
。

狭く、曲がりくねって危険（片山北）

ハ
リ
ヨ
を
池
田
町
の
魚
に

再
度
問
う

　

昭
和　

年
清
水
池
一
帯
の
ハ
リ

４１

ヨ
が
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
た
。
絶
滅
希
少
生
物
と
し
て
区

民
一
体
と
な
っ
て
、
清
掃
や
水
環

境
の
保
全
に
努
め
て
い
る
。
町
民

に
関
心
と
、
誇
り
を
持
っ
て
も
ら

う
た
め
に
町
の
魚
と
し
て
の
制
度

を
望
む
。

 
町　

長 

　

池
田
町
は
山
桜
を
町
の
木
に
、

花
は
お
茶
の
花
と
昭
和　

年
に
、

４８

一
般
公
募
し
て
決
め
た
。
今
後
環

境
条
例
作
成
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、

一
般
公
募
し
て
、
決
め
た
い
。
来

年
の
国
体
で
全
国
に
P
R
出
来
た

ら
い
い
。

営巣作りと汚土撤去（中川）


